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　内
閣
府
で
は
、
現
行
の
沖
縄
振
興
計
画

後
を
展
望
し
た
今
後
の
沖
縄
振
興
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
沖
縄
振
興
審
議
会
に
お
い

て
調
査
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
及
び
沖
縄
振
興

計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
限
が
残
り
３

年
を
切
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の
沖
縄
振
興

の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

　

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
21
年
５
月
に
開

催
さ
れ
た
沖
縄
振
興
審
議
会
に
お
い
て
、

伊
藤
元
重
会
長
の
下
、
現
行
計
画
後
の
沖

縄
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
審
議

を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
個
別
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
総
合
部
会
専
門
委
員
会
を

中
心
に
調
査
審
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年
６
月

の
第
１
回
専
門
委
員
会
で
は
、
具
体
的
な

議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
決
定
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
予
定
地
や
普
天
間
飛
行
場
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
専
門
委
員
会

で
は
、
「
自
立
型
経
済
構
築
に
向
け
た
産

業
振
興
・
雇
用
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
観

光
、
情
報
通
信
、
農
業
等
の
産
業
振
興
の

課
題
や
雇
用
を
巡
る
問
題
点
に
つ
い
て
、

幅
広
い
観
点
か
ら
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
専

門
委
員
会
で
は
、
「
環
境
、
県
民
生
活
、

文
化
、
科
学
技
術
、
人
材
育
成
、
国
際
交

流
」
を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
の
貴
重
な
自
然

や
豊
か
な
文
化
を
沖
縄
振
興
の
上
で
ど
う

位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
平
成
21
年
度
中
に
「
離
島
、
社
会
資

本
整
備
、
跡
地
利
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

４
回
専
門
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
専
門
委
員
会
は
原
則
、
沖
縄
総

合
事
務
局
内
で
行
っ
て
お
り
、
一
般
の

方
々
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過

去
の
会
議
資
料
や
議
事
録
な
ど
は
、

◉
内
閣
府
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
8.cao.go.jp/okinaw

a/

）

に
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ

る
方
は
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

　

内
閣
府
と
し
て
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た

審
議
会
の
議
論
や
沖
縄
振
興
総
合
調
査
な

ど
に
よ
る
施
策
・
事
業
の
評
価
を
通
じ
て
、

沖
縄
振
興
計
画
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て

検
証
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
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内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

専門委員会における調査審議の様子

現地視察の様子
（沖縄科学技術大学院大学キャンパス予定地）

─現行の沖縄振興計画後を展望した
　　　　　　　今後の沖縄振興のあり方について─

　経済産業省資源エネルギー庁では、省エネルギーについてのメッセージを託したポス
ターを募集しています。「省エネはなぜ必要？」「省エネのためにわたしたちができること
は？」・・・・そんな思いを大勢の仲間によびかけるつもりで絵にしてください。（冬に限らず、
いろいろな季節の省エネルギーを描いてください。）

　◉応募資格 ： 小学生・中学生 
　◉募集内容 ： 省エネをテーマにしたポスター作品を募集。
　　　　　　　（ポスターには省エネ標語(創作自由)を入れること）
　　　　　　　※小学校3年生以下は省エネ標語を入れなくても可。 
　◉応募締切 ： 平成22年1月20日(水)必着
　　　　　　　（応募は環金武湾地球温暖化対策地域協議会にて受付） 
　◉審査結果 ： 平成22年3月発表予定 
　◉表　　　彰 ： 平成22年3月(予定) 

平成２１年度
省エネルギーポスターコンクールに応募してみませんか？

　平成20年5月に改正省エネ法が公布され、平成22年4月の施行が予定されています。従
来の工場・事業場単位の規制から事業者（企業）単位の規制に変更されるとともに、コンビ
ニエンスストアなどフランチャイズチェーン事業等についても、全体として一定量以上のエ
ネルギーを使用する規模であればその本部が規制対象となるなど、大きな改正内容となっ
ています。
　シンポジウム（実務編）の受講者につきましては、改正省エネ法により新たに特定事業者
に指定されることが想定される法人の方や現行省エネ法により、既にエネルギー管理指定
工場・事業場に指定されている関係者の方、本社の方など広くご参加ください。

　◉開 催 日：平成２２年２月３日（水）１３：００～１７：００
　◉講演内容：○改正省エネ法（実務編）
　　　　　　　○温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度
　　　　　　　○省エネ事例紹介

エネルギー使用合理化シンポジウム（実務編）
開催のお知らせ

【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター　国民活動総括部 TEL：０３-５５４３-３１５５
 応募票のダウンロード▶http://www.eccj.or.jp/poscon09/index.html
　 環金武湾地球温暖化対策地域協議会
 「省エネポスターコンクール」沖縄地区事務局 TEL：０９８-９７７-８８７７

【問い合わせ先】 財団法人　省エネルギーセンター 産業・技術総括部  TEL：０３-５５４３-３０２０
 申込先▶http://www.eccj.or.jp/2009symposium/index.php
　 内閣府沖縄総合事務局経済産業部環境資源課　 TEL：０９８-８６６-１７５７
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